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あ
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又
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ベ
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機
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湾
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滋
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介

ν
て
し
プ
リ

『
ヘ
口
泣
げ
円
新
し
h
H
P

「
地
方
説
会
」

な
〉
～
を
利
い
デ
J

て
そ
の
実
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台
湾
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？
っ
公
布
さ
れ
た
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機
関
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関
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／
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萩
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条
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ら
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榔
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仇
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数
六
人
、
市
会
議
長
か
ら
ご
れ
｝
て
選
出

3
c
（
市
制
直
久
壬
ー
ー
か
ら
行
氏
、
メ
れ
る

ハ
川
刻
一
条
、
市
川
訓

一一ん宋）
c
h
h
f
d
み

ι

の
ど
数
は
本
温
よ
り
も
制
呪
さ
れ
て
レ
る
c

た
と
え

u
本
高
の

H
A－
－
訟
員
の
｛
止
品
以
は
人
川
と

地
方
議
口

とTG）安笠 1

万
不
満
の
よ
市
町
r
↓

〔
J

－
人
で
ι
ぬ
る
こ
と
L

比
、
、
同
じ
人
口
J

す
い
ぷ
未
満
と
い
う
条
件
心
も
と
で
、
ム
ト
治
の
よ
市
会
誌
H
R
C
定
数
は
、

と
ん
治
っ
て
い
る
J

何
人

市
街
は
住
民
に
よ
る
凶
接
巡
挙
ご
あ
っ
た
が
、

市
会
議
員
L
Y
沿
岸
協
議
八
バ
ロ
の
半
数
は
、

州
会
議
H
への

r数
付
、

山
会
議
川
へ
と
街
庄

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

協
一
一
的
会
員
二
工
る
問
接
口
慌
て
工
為
っ
た

山
制
お
リ
制
北
条
、
υ

残
り
の
半
殺
に
つ
い
て
は

刊
ノ
ム
バ
（
川
一
場
台
は
ん
川
湾
紙

付
制
じ
条

持
、
市
ム
ぷ
の
場
合
は
州
知
事
、
街
止
協
議
会
員
の
場
合
は
州
知
山
止
一
－

u
リ
誌
が
、
川
川
ん
で
附
会
議
れ
と
ほ
山
正
協
一
議
会
員
の
被
由
民
挙
梓
ヲ

L
F
4
ス
ル
者
一
ン
ブ
ヴ
誌
名
望
ア
ル
モ
ノ
ノ
む
か
、
？
♂
れ
ぞ
れ
伴
命
ず
る
と
規
定
、
〆
て
い
る

一
り
祭
、
川
制
一
一
矢
、

札
止
圧
制

4
1
1
u
 

一川川ぺ
ι市

一一条）。

市
会
議
員
・
伝
記
議
説
会
員
の
法
治
持
者
の
資
格
裟
仕
れ
は
、
「
、

Z
J
臼
豆
民
た
る
年
齢

t
i
長
以
上
心
円
ん
ノ
ア
た
る
い
一
ど

的
州
立
の
生
J
I
J
U
Y

－hHむ
者
に
司
令
こ
こ

：
一
、
ハ
ヶ
「
irャ
以
来
山
一
向
け
は
住
民
止
る
こ
ζ

問
、
六
ヶ
バ
以
米
ム
ー
衿
山
花
一
仏
国
の
指
定
さ
れ
た
市
街
庄

税
一
、
泊
作
剤
、
日
汚
染
町
駅
也
、
「
税
説
、
年
級
h
司
以
上
中
品
川
氏
る
者
f
る
こ
、
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

リ
矧
了
白
半
別
館

八一い久木）。

（
判
山
岳
て

（
治
、
長
）
、
竺
察
官
、
り
一
、
収
税
，
円
門
史
、
小
学
校
及
び
公
ン
J

松
乃
救

被
選
wf権
者
は
、
巡
挙
権
者
か
ら
、
在
恥
の
判
，
パ

i！メ人民半、 G2 'J '81 49 (2C'.2. S] 



r日

日
、
市
街
庄
税
冷
納
処
分
市
の
者
、
選
ハ
±
…
下
務
に
悶
係
あ
る
’
円
史
、
代
日
活
，
口
～
…
、
市
街
任
の
有
給
吏
UH
乞
除
い
た

γ
7
さ
れ
1
4
ち
な

み
に
、
税
制

r司
一
ハ
ペ
台
湾
で
も
F

公
民
幻
鋭
之
は
設
け
ら
れ
ヨ
か
ヮ
た
。

J、
円問

つ
で
あ
る
清
弘
街
が

h
円
以
上
、
ふ
訂
丘
公
ぐ
れ
ず
九
の
で
あ
ろ
う
か
つ
こ
の
す
ー
に
つ
い

て
、
台
湾
総
督
宥
が
第
六
じ
可
計
百
議
会
に
提
出
し
ん
二
泊
万
引
夜
改
京
一
4
M
m
寸芳
E

は、

そ
れ
て
は
、

な
ぜ
、
選
挙
権
討
の
資
格
以
件
の

つ
ぎ
の
払
う
｛
山
説
叫
し
と
い
る
。

刈
チ
配
中
1
ノ
2
4
7
F
司
ノ
よ
れ
ス
ル
者
ハ

般
二
文
化
ノ
閉
村
山
店
向
ク
其
ノ
思
想
ホ
穏
健
汽
λ
一
一
シ
一
ア
市
街
庄
ノ
行
汝
一
一
対
シ
一
ア
モ
割
合
二

関
心
ヲ
有
ス
之
ガ
発
援
二
宮
h

ゴ
ン
行
ベ
シ

1rtE料
七
一
ブ
ル
山
川
、
ン
ア
立
（
ノ
企
続
ヲ
じ
い
街

U
税
台
程
l
L
円
以
上
ト
セ
ル
ハ
J
h

一品川

U
ヤ一いノ

例
】
鎚
ミ

i
円
台
人
有
権
者
決
ノ
比
率
ヲ
考
慮
セ
ル
二
依
ル

納
税
組
制
限
な
設
け
た
迎
位
は
、

の
資
産
家
を
他
人
ん
行
政
に
ふ
ノ
加
さ
什
ょ
う
と
す

「
相
当
ノ
資
単
ザ
ム
甘

L

1民
想
亦
内
山
健
γ
宗
主

る
ご
と
で
あ
る
む
門
て
い

I
、
利
税
頴
斗
円
以
ト
と
さ
れ
た
円
一
比
は
、
「
山
内
地
明
白
ノ
判
J
Y
参
考
ι

し
、
か
っ

「
内
ム
口
人
有
権
者
数
ノ

フ
考
慮
し
た
払
町
長
に
よ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
、

そ
れ
で
は
、
朝
鮮
地
方
出
叫
ん
J

の
納
税
九
旬
、
引

μ
円
以
上
と
設
定
さ
れ
た
昭
司
ば
付
な
の
で
あ
ろ
う
か
v

一
氏
は
、
朝
鮮
総
資
府

の
日
叩
当
文
き
「
M
T
一
挙
制
反
ノ
八
円
手
投
了
況
状
に
お
い
て
、
「
調
査
ノ
U
旧
来
、

山
一
円
以
L
L
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
判
レ
ノ
社
モ
、
有
権

省
内
山
川
鮮
人
司
数
者
ク
ハ
j

門
一
泊
人
多
数
卜
為
パ
ベ
込
資
料
7
待
タ
ル
ヲ
以
フ
、
ノ
ん
ヲ

h
刊
以
卜
ト
り
に
メ
タ
ル
」

と
J
比
さ
’
れ
に
い
る
、
」
と

を
鉛
介
し
、
村
和
祝
日
出
j

九
円
以
ト
ζ

さ
れ
た
長
大
の
坪
山
は
、
府
協
議
会
で
の
け
本
人
が
多
立
z
ぜ
占
め
る
よ
う
に
ふ
り
2

る
～
必
と
あ
っ
た
と

お
抗
さ
れ
て
い
る
。
同
町
利
h
午
改
止
以
降
、
判
佐
川
総
督
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
昭
和
ー
ハ
ヰ
の
蕊
決
終
日
対
心
材
、
以
選
挙
ニ
川
町

σ款
が

:JLj 

ア、
ν
O

パ
J
L

、

ι
Y
一
も

i
L

一Tヘ、人

、
六
七
＝
名
で
あ
た
と
い
う

ヘ
較
針
人
か
タ
グ
山
川
弘
吉
口

け
本
人
有
権
者
が

六
台
、

収
鮮
人
有
権
再
が

l取人法》l自2('. "()} cドコ［2υ12.日、



一l
i

め
た

H
会
は
開
城
肝
心
み
〉
じ

ふ
介
i

片
品
世
渦
げ
た
が

遊
説
J

制
戊
が
導
入
さ
れ
て
ん
幻

肝
に
お
け
る
ヨ
ぶ
人
去
持
者
は
依
然
と
〕
て
多
数

f
L

あ
っ
打
。

f
の
よ
う
な
朝
鮮
の
他
行
状
況
す
参
考
L
て
f

刊
行
湾
総
白
羽
は
、
内
白
人
白
山
付
釘
数
ノ
山
川
一
家
ブ
考
慮

L
、
納
税
績
を
h

川
J
U
1
A
L
L
L
↓一切又

l

i

t
－n
 

L
か
L
、
ム
げ
は

は
、
納
税
台
、
治
に
よ
る
引
限
選
挙
？
吋
は
ら
ず
、
朝
鮮
に
は
は
J

半
数
｛
U
Uぬ
と
い
h

つ
別
収
4
b
d
日
ら

れ
に
u

そ
れ
で
は
、
主
汚
一
け
池
ト
刀
選
挙
ピ
は
、
な
ぜ
！
数
官
官
忽
刊
円
I

必
U
K
こ
さ
れ
～
の
で
あ
ろ
h
h
M
。

昭
花
ペ
い
ヰ
む
第
ハ
七
同
市
一
川
議
会
に
お
い
亡
、
台
湾
地
方
剖
度
改
正
に
汁
す
る
反
対
前
が
蕊
ん
に
反
問
さ
れ
た
c

そ
れ
ら
の
況
け

誌
は
、
反
挙
制
柱
。
一
導
入
、
β

一
内
ム
口
献
花

を
間
半
口
rJ
る
と
い
う
い
ん
校
慌
汁
リ
危
伝
訟
を
巾
ー
ヤ
ζ
1
J
る
も
の
で
為
J

こ
の
よ
う
な

とTG）安笠 1

に

K
4
L
て、

児
正
ん
ん
仙
川
川
潟
大
山

。
汀
l
円
七
ね

一h
一
月
）

は
、
州
、
市
、
街
、
戸
ノ
議
H
R
ハ

た
手
同
吋
U

中一川口ぃ
J…
L
一

ペ
イ
f
r
L
l

日
手
7
2

何
レ
モ
半
叡
r

口
芝
、
斗
l
数
足
達
一
と
説
明
し
え
う
え
で
、
次
の
上
う
に
述
べ
し
い
7
9へ

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

比
山
市
山
ハ
ム
丁
二
本
島
人
さ
を
つ
ノ
デ
ア
り
マ
ス
、
済
～
ン
刈
街
庄
ハ
御
，
パ
知
ノ
溜
り
一
一
諮
問
機
悶
ト
円
減
、
ン
テ
何
キ

r
ス
ノ
一
ワ
プ
り
マ

ぇ
、
元
ハ
遅
日
？
っ
ソ
行
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
そ
、
従
川
市
卜
翠
モ
追
ハ

7
イ
ノ
一
ナ
V
ノ
リ
マ
ス
ノ
デ
、
日
一
点
ハ
私
ハ
キ
一
f
〆
是
デ
γ
ん？え
J
f
y「

ノ
l
考
ヘ
フ
肘
1
ノ
ヴ
二
人
、
川
ン
テ
打
γ，J
ケ
ン
パ
ぷ
ハ
川
地
人
ト
ム
い
法
人
ト
ノ
阿
ザ
ド
「
ノ
ナ
レ
カ
ト
ア
日
7
御
疑
念
モ
ア
ル
ヴ
ト
田
U

、
、
、
、
、
、
、
、
、

h
y

一
マ
ス
ル
力
、
山
川
投
一
州
一
一
於
干
ア
ン
つ
川
、

w

数
古
官
置
2
1苔
百
三
ア
一
ソ
マ
ス
ル
制
来
ト
孜
シ
ア
ン
－

t
羽
布
、
／
諮
問
機
凶
ト
仲
ハ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

比
例
ヲ
大
体
川
リ
ン
々
ス
ル
桔
1
デ
マ
ノ
マ
ス
ノ
デ
、

大
体
一
一
於
ヰ
プ
ン
一
一
J

調
7
灯

7
るノルロ
h
J
一行、へ

也、y

九
件
門
ー
は
笠

省
、
江
川
は
は
じ

U

児
玉
拓
精
一
大
位
以
、
街
け
協
一
一
一
一
え
に
つ
レ
て
は
、
法
J
M
J

を
行
〆
T
L

も、

主
主
て
d

小
山
る
の
で
、
一
回
疋
一
ア
γザ
タ
？
T
J

i！メ人民半、 G2'J c,•J cl (2C'.2. S] 



r日

モ
ノ
L

；
説
明
し
て
お
り
、
議
決
機
関
の
叶
ム
ロ
E

Z

川
会
に
つ
い
亡
は
、
工
数
日
山
制
に
よ
っ
て
そ
の
議
員
数
が
「
現
在
ノ
諮
問
機
関
ト

文
比
例
｝
ブ
大
体
司
一
J
J

」一
0

1

ノ
に
ず
る
ハ
ノ
ヲ
弘
行
で
あ
る
乙
特
F

力

L
に
そ
れ
で
は
、
児
玉
の
い
う
民
族
川
口
は
員
外
的
に
）
の
士
つ
な

J、
円問

も
の
三
あ
っ
た
の
か
。
阿
川
和
〕
干
の
f

申
告
泊
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
体
〆
」
し
て
州
‘
巾
・
街
・
止
喝
議
会
員
選
引
の
£
合
は
汗
に
対

7
J

守
治
人
万
本
島
人
八
万

州
及
び
士
山
に
於
て
演
か
に
可
ー
地
人
心
誌
が
多
数
を
i
l
め

〆何？
4
p
k
m
M
て

で
あ
り
、

は
本
白
何
人
協
議
会
見
の
数
が
多
投
t

て
あ
コ
た
／
）

γっ
。
中
十
数
一
口
選
引
の
訊
い
は
、
議
決
絞
殺
の
州
ム
プ
山
ん
ー
で
は
日
本
人
が
多
数
で

z
ヘJhリ
ピ
J

心
街
庄
協
議
会
で
は
ム
出
人
が
多
数
で
あ
る
と
い
う
協
議
会
時
代
の

吉
川
社
制
度
下
に
お
司
て
も
稔

い
汁
ム
E
人
比
率

ね
し
よ
F

つ
と
し
止
、
一
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
児
ト
拓
務
ト
人
庄
は
改
L
転
倒
p
ど
次
の
よ
～
つ
に
述
べ
て
い
る
v

併
J

政
治
ノ
口
的
ハ
i
八
京
ノ
坦
断
ヲ
畑
作
、
人
京
n

ワ
ソ
レ
一
一
日
y
q
E
i
十
』
州
日
ノ
科
、
町
、
ン
一
フ
大
衆
ガ
満
足
ス
ル
長
町
的
ノ
向
山
間
ヲ
処
川
一

ン一
7

行
ク
ノ
ヮ
政
人
虐
デ
ア
り
マ
ス
ヰ
ー
凶
ノ
が
込
的
ノ
地
ト
々
制
民
ノ
改
葬
ト
冗
フ
モ
ノ
ハ
、
部
JVザ
徹
肉
、
／
テ
凶
ル
ト
実
ハ
ぢ

、
、
、
、
、
、
、

ヘ
二
院
ル
ノ
ヂ
ア
j
γ

ぇ
、
問
、
J

フ
之
河
系
ガ
民
扶
的
対
J
－
ヲ
激
J
品
ス
ル
ト
ハ
私
ハ
考
ヘ
テ
円
前
け
ノ
マ
セ
ヌ
、
ア
ベ
l

吋一）川岬
τ凡一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

？J
ι

宇材品旧行的二叫川、
J

J

刊
柏

y
夕
ル
～
所
ノ
不
斗
、
又
陪
収
ノ
ニ
右
h

ヅ一戸円
m
夕
寸
ル
一
州
ノ
ロ
弘
見
、
旦
ι位一ずガ
rH
汁
二
？
父
換
ム
γ

〆
山
ル
刈
川
ノ
機

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ム
ム
ハ
、
日
チ
御
一
円
二
市
仙
ノ
疎
浅
ト
ト
J
J
精
神
的
知
和
ト
ナ
リ
、
忍
一
一
初
メ
三
Z
U
間
一
タ
ル
体
ヲ
れ
山
崎
ス
ベ
キ
］
ぼ
壬
好
イ
機
会
ヲ
ラ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヘ
ル
そ
ノ
ト
私
ハ
考
ヘ
ア
i
A
J
マ
ス
、
ソ
レ
故
ニ
今
司
ノ
円
治
制
ノ
改
正
ハ
門
合
間
和
二
向
J
T
貢
献
一
人
ル
一
内
r

y

ノ

デ

、

、

、

犯

一

ア
ル
｝
、
向
uA同
町
J

ノ
巾
ト
ゲ
γ

伊
ル
ヤ
ウ
L
T

次
第
一
つ
γ

り
マ
ス

八↓
1
m
C
挑
ん
J

制
民
改
疋
む
日
的
ぽ
、
ベ
ー
迄
行
／
什
比
二
f

叱川、三
7
y
h
，
タ
ル
一
的
ノ
不

γ
、
又
腹
ノ
中
二
有
Y
7
t
m
サ
タ
ル
叫
ノ
忠
一
札
、

l取人法》l自2r: "z; 02 i:2υ12.日、



走
斗
J

刀
マ
白
出
ニ
交
換
刊
し
ル
叫
」
乞
設
置
「
匂
こ
と
に
あ
る
、

t
Lて
、
こ
の
い
と
は
「
御
斗
ノ
意
思
ノ
疎
泊
卜
J

ノ
リ
消
神
的
線
利
ト

ナ

J
、
必
こ
wpメ
ア
宮
市
川
抗
タ
ル
一
体
y
h止
ス
ベ
キ
最
モ
灯
イ
機
会
ヲ
ラ
ヘ
ル
モ
ノ
L

で
あ
り
、
阿
へ
い
融
和
一
向
ツ
一
二
貢
献
ス
ル
所
ノ

一
ソ
／
段
階
で
あ
る
、
こ
児
－
十
ば
説
明
し
に
。
以
上
の
児
玉
の
答
斤
か
ら
、
昭
和

れ

21改
王
は
、
防
相
民
地
権
力
／
江
悦
値
氏
側

r
の

間
に
対
一
l

聞
の
ぬ
が
設
け
、

河
台
融
J

川刊
l

を
は
か
る
こ
与
に
あ
っ
た
と
い

つ
ま
り
、
議
決
終
潟
、
乙
旧
民
挙
州
市
r

伐
の
宰
人
な
ζ

け

一
旧
市
川
拡
充
に
よ
り
台
湾
人
一
け
植
民
泊
統
的
に
対
「
る
ん
じ
忘
を
J

凶！
t
t’
る
、
｝
乙
に
r

の
犯
い
小
島
っ
止
の
で
あ
る
n

的L
方
で
、
、
一
心
改
革
が
ム
湾
統
治
の
安
主
主
山
問
、
ね
る
こ
と
白
日
い
よ
う
に
す
る
軒
当
一
点
7
3欠
か
し
て
い
な
か
っ
た
c

児
圭
桁
務
大
臣
は
、

引
唄
選
挙
を
長
捻
L
U
J

る
と
と
も

ι、
ム
ド
詩
人
日
目
多
数
以
汁
ヲ
る
山
市
庄
協
議
会
に

予
ら
に
「
数
官
官
山
制
士
一
千
木
市
し

とTG）安笠 1

て
、
｛
「
一
反
協
議
会
時
代
と
阿
川
仙
の
民
族
比
を
作
り
山
そ
う
し
f

じ
て
い
え
の
で
あ
る
…

そ
れ
で
は
、

T
数
q
選
制
が
い
つ
改
革
の
裟
占
、
と
し
て
海
怨
さ
れ
る

L
f
〉
ヲ
す
の
で
の
？
っ
か
ハ

弘一

約
に
よ
り
必
ず
し
も
明
、
り
か
て
は
之
い
が
、
昭
利
北
町
凶
月
、
台
湾
私
営
げ
が
斎
藤
実
内
閣
に
四
日
出
し

1
「
地
方
肉
治
制
度
ノ
公
一
」
一

就
一
ア
」
に
以
下
の
よ
う
訟
般
市
川
い
わ
’
梓
訟
で
き
る
｝

」
心
白
、
に
つ
い
と

史
料
ー
の
制

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

議
[¥ 

ごy

ノ
納
税
反
民
的
作
目
ブ
資
格
菜
作
ト
ン
タ
ル
滋
挙
人
一
校
ル
民
選
議
UH
ト
シ
之
ニ
，
数
ノ
守
選
議
員
ヲ
削
ン
テ
議

事
機
凶

〆

メ

（
州
二
於
Jr
ル
民
進
設
員
ハ
市
、
一
街
、
店
議
員
ノ
慢
選
一
依
リ
選
出
七
一
ン
メ
史
一
之
一
巾
数
／
円
宮
議
員

弓づ川、ン一
T

州
会
ヲ
組
織
ス
）
川
、

市
三
於
手
ハ
と
↑
プ

一
ン
令
宗
一
於
一
ブ
ハ
従
来
泊
J

訪
問
機
関
－

d
メ
主
力
〆
ト
ス
ル

モ
ノ
ニ
シ
フ
共
ノ
也
ハ
議
平
絞
時
ノ
権
限
－
同
セ
ン
メ
タ
ル
事
項
ノ
範
出
、
札
制
一
行
際
問
一
二
b
i
h更
タ
凡
守
従
来
ト
対
日
サ
ル
コ
｝

山
一
於
一
三
一
同
事
絞
丸
三
点
決
機
河
ト
」
j

ス
ヱ
伴
己
、
解
散
、
取
引
川
、
一
一
丸
ス
ル
，
笠
旦
ナ
ル

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

wrmh
肯
ん
泣
日
7
1
4

メ
タ
リ
山
ン
ア
改
日
制
攻
三
牧
リ
決
出
品
1

一
プ
ル
八
七
一
一
一
員
ノ
円
台
人
北
市
山
等
々
一
瓜
行
制
度
ノ

1
一
一
於
ケ
ル
北
半
と

停
会

高
ホ
州

ナ

i！メ人民半、 G2'J c,3J C,J (2C'.2. S] 



r日

写
不
同
様
J
i

ル
寸
ト
ヲ
期
待
ン
作
ヘ
キ
そ
ノ
ー
サ
リ

J、
円問

、L
こ
か
ら
殺
さ
的
は
、
少
な
く
こ
ー
も
附
和
九
司
凶
月
の
尚
J
、
で
半
数
JH選
制
ケ
い
構
想
し
て
U

た
こ
と
が
わ
か
る
o

t

J

か
ー
へ
こ

利
で
は
、
議
決
機
叶
測
の
設
出
に
山
じ
で

年f
'"' 尚人
位
H

ヘ日目

ヰ1
,fj 

原
案
執
行
等
一
議
ス
ル
政
重
ナ
ル
ル
ト
段
目
万
法
i
J
U
u

設
け
ら
れ
る
は
か

制
限
選
挙
エ
ド
ル
叫
（
い
も
と
ん
引
を
μ
し
ツ
ト
に

L
た
注
出
は
、

「
河
台
ヘ
パ
ヤ
ル
止
す
等
コ
一
羽
ノ
仁
川
引
皮
ノ
h

二
市
一
昨
う
ル
沈
率
こ
凶
Z
h
M
J弓
？
寸
ル
！
日
7

期
待
、
ン
待

7

匂

J

と
に
d

め
る
、
と
レ
ト
つ
こ
と
も
明
日
に
決
べ
ら
れ
L

い
る

cr数
寸
選
却
を
一
日
川
す
る
総
首
明
の
狙
い
は
、

ηん
に
み
に

uu

－t払
務
大
臣
の
答
弁
む
し
一
は
ぼ
向
山
件
以
も
の
で
為
、
ノ
に
c

グー、王、

芯
守
設
す
土
、

r
1
J長
M叶

t

－一

J
E、、

有
ぃ
「
＋
J

4

＝
J
内
／
l

，h

に
お
行
る
パ
ヘ
υ瓜
比
常
打
位
協
議
会
時
代
山
口
比
半
と
同
様
に
す
る
必
袋
研
一
あ

y
h
h

ぜ
新
制
皮
の

る
と
超
え
て
い
土
の
で
あ
ろ
》
っ
か
そ
れ
は
、

一
つ
叫
七
月

日
そ
ら
く
ム
己
詩
人
政
治
運
引
に
対
す
る
認
識
と
伐
附
加
し
て
い
る
と
考
、
え
ら
れ
る
昭
和

、
｛
日
制
改
7

戸（
U

説
明
資
八
分
を
板
密
院
に
提
出
し
ι
j
J

す
で
の
主
犯
い
の
h
b
m
J
に
、
台
湾
人
政
治
通
勤
H

いい叫す

る
総
督
府
の
い
凡
解
が
以
下
の
よ
う
～
ぺ
小
さ
れ
て
い
る
「

参
考

（
附
利
t
i
h
－
－
月
現

4J
」
と
い
う
説
明
廷
判
は
、
「
ヘ
一

F

」

1J
、
f
L

l

t

v

h
、守

ふ
長
政
治
運
動
概
沈

人
仏
政
y

伊
庄
助
ノ
仕
町
民
L

つ
勺
ざ
の
、
ぞ
っ
に
注
べ
て
い
る

本
烏
一
一
於
う
ル
政
治
運
動
ハ

「p戸川治ヲ人目
U
A
U
人
ノ
介
湾
タ
一
ア
ン
ム
ヘ
キ
主
図
ノ
ア
一
一
大
正

h
4第
阿
悶
議
会
一
一
六
一
件
紋
ik

詰
胤
－
y
A
シ
子
以
来
政
事
結
社
ム
！
治
議
会
町
山
氏
日
山
明
日
ム
ム
コ
ノ
中
心
ト
ス
凡
台
汚
一
訊
会
請
制
送
致
、
ム
ー
湾
民
朕
ノ
解
比
一
ブ
標
傍
ス
ル
川
山

台
湾
民
衆
党
ノ
y

少
時
及
台
湾
ニ
於
う
ル
白
ム
但
剤
取
ん
ノ
碓

u
7
川中

湾
民
政
ノ
権
机
持
張
、

日
開
桁

T
ス
ル
台
湾
地
方
自
治
津
盟
ノ
運
針
一
カ
主
流
ト
！
フ
リ
一
一
／
行

円
山
海
何
J

ニ
執
劫
L
J

ル
川
水
戸
朝
ヲ
ノ
が
続
、
ン
米
ル
ミ
一
ノ
一
一
シ
フ
点
ハ
合
法
的
ニ
或
ハ
非
合
法
民
一
一
多
少
ノ
消
長

l取人法》l自2r: ""; o4 i:2υ12.日、



｝、

白｝、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ゴ
ー
終
始
一
貫
台
湾
民
族
ノ
が
故
三
包
一
ト
ン
一
一
行
助
ン
恥

ν
ル
J

ト
ハ
ふ
島
政
治
運
刑
判
ノ
収
件
口
f
h
M
ス
抗
日
ナ
け

、k
h

」
亡
、
引
は
ず
ノ
J

き
三
こ
は
、
台
湾
議
会
設
芦
罰
則
浮
動
、
台
湾
民
来
兄
お
よ
び
台
湾
地
方
自
治
法
盟
の
日
的
は
「
投
ハ
ム
？
法
的
ニ

戎
ハ
非
合
法
的
ニ
多
少
ノ
、
同
一
氏

γ
リ
ト
雄
一
、
一
一
終
始
買
汁
湾
民
校
ノ
解
紋
t

に
あ
っ
た
と
紙
一
一
訓
が
珂
解
ー
で

V
G
H
で
為
る
。
従
来

の
研
究
明
、
は
、
ム
ー
は
誌
会
請
願
浜
訟
の
支
持
品
燥
で
あ
る
一
誌
の
ム
！
法
人

i
L明
日
制
、
王
陪
絞
こ
そ
の
陪
紋
出
身
の
政
治
工

η
l
ト
は
、
だ

叩」川市寸同一口

！ノ
f
－

る
改
良
衣
的
資
勢
を
取
っ
て
お
h
へ
そ
れ
ゆ
え
に
、
同
逆
説
の
度
重
な
る
作
祈
を
前
に
し
て
、
容
易
に
統
的

似
の
J
h

一
泊
延
ド
以
ム
下
設
に
何
事
1J
る
と
い
う
弱
点
字
比
一
存
し
、

つ
い
に
昨
和
Iι

守
八
月
に
台
湾
地
方
自
治
在
的

hv
立
ち
7

一
一
げ
、
’

r月
目
的

とTG）安笠 1

心
理
制
！
日
ど
郁
子
主
し
、
店
身
の
培
級
利
山
口
を
す
る
た
め
に
地
方
jF一治
の
改
善
に
刀
向
転
換
［
た
、
と
い

ず
な
わ
九
、
p

目
立

J

2

1

1

 

へ
と
自
己
欺
湘
と
も
い
う
べ
き
媛
小
化
心
層
程
一
一
法
る

地
方
自
ぬ
涜
盟
の
以
！
リ
は
「
一
ロ
ー
は
運
動
一

明、
N 、
ら

仙川市
LL勺
μぃ
ド
ム

3

ャ

、

1

も
の
で
レ
山
内

り
、
「
日
目
代
台
湾
民
族
持
動
の
以
界
ピ
如
J

叫
ん
に
担
甜

っ
た
も
の
で
め
っ
？
と
位
丙
づ
け
ら
れ
て
き
ん
一
の

一
九
で
ど
代
以

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

降
の
台
湾
人
政
ど
運
動
は

JL 

。
』
十
代
心
今
て
れ
と

H
べ
て
検
悩
的
に
汗
酒
手
れ
な
い
傾
向
が
い
比
ら
れ
lh

一
。
レ
h

h

実
際

叔
円
？
析
は
ま
だ
川
町
和
一
円
、
介
i

一
百
べ
と
い
う

rdyで
も
台
湾
人
政
治
山
地
助
に
汁
す
る
散
］
戒
を
緩
め
ん
f
F
コ
た
〉
ユ
れ
は
、
台
湾
地
h
J
H治
迷

盟
に
閑
ず
る
MmA目
前
い
の
、
孔
の
説
明
か
ら
も
問
3

り
か
で
あ
る
c

台
湾
泊
卜
刀
自
治
述
阿
川
ハ
。
漸
選
的
↑
一
広
示
本
戸
デ
ヘ
ノ
崎l
引
円
、
利
v
ハ
叫
ノ
伸
張
7
凶
J
浅
一
一
彼
等
最
後
、
ノ
円
様
タ
ル
出
川
市
相

h
治

人
ノ
’
行
法
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
成
立
ア
ル
ハ
は
ほ
ソ
ヘ
カ
？
什
ル
一
川
L
j

リ

ムU
山
地
方
円
治
連
盟
が
揃
逸
品
引
に

一
般
一
広
木
J

い
何
人
ノ
権
府
川
、
れ
話
ノ
記
ハ
張
ヲ
川
川

い
り
「
台
湾
人
ノ
ム
口
湾
一
と
い
う

i！メ人民半、 G2 'l c,引日（2C'.2.S] 



r日

「
改
絞
ノ
ド
椋
に
長
近
、
〕
亡
い
く
L
Y

ト
ミ
ノ

K
L千
一
ず
る
と
認
識
三
ー
」
い
た
r

モ
れ
で
は
、
行
法
地
方
自
出
述
股
が
y
の
よ
λ
ー

に
そ
の

「
丘
一
を
宰
ノ
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
υ

ふ
、
自
治
制
施
行
二
作
プ
政
治
連
防
ノ
パ
川
越
L

と
い
う
項
目
で
は
、
｝
の
こ
仁
子

J、
円問

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

）
氏
J

川
王
義
的
ノ
モ
ノ

t( 
Ii); 
! Aρ 
挙実と

ヲ

指
o~ 

伯
仲

ス
）レ

；，ヲ
まv,

t:J 

：生
出J

IR 
Eコ
、羽
｛弓

民

衆
'R, 

Y主
{r_ 
うr
T 

~ 
槌
i勺
。》、

谷
昌E
三官

千七

M 
レ
エ

白
剤
施

1J 
ヲ

fh殺
ト
シ
子
’
有
心
す
ル
政
主
結
社
ヲ
結
成
、
ン
合
法
r
d
N一
－
内
三
於
一
ア
術
品
川
ド
タ
ル
ム
口
汚
人
ノ
権
利
伸
張
、
i

一
山
獲
得
ヲ
主
成
E

ム
h

ス
ル
ノ
御
山
町
出
与
下

台
湾
地
ト
々
白
治
退
問
、
旧
｛
川
湾
氏
血
一
字
九
時
ベ
ウ
分
了
及
各
一
松
民
族
的
谷
町
制
凶
作
は
、
白
川
恒
制
心
施
行
主
契
機
に
し
て
、
白
交
的
な

政
治
計
十
op
札
ば
い
よ
う
と
し
て
お
り
、
「
ム
旦
江
的
問
内

の
手
段
ょ
げ
〈
川
は
い
、
「
一
伊
宝
」
で
あ
る
ム
一
湾
人
心
権
利
、
利
採
ー
ピ
、
土
保
し
て
い

ro

一
コ
、
J

、、

P

ぐ、一

h
z
ρ
v
J

、丹

ほ
か
の
台
湾
人
政
治
的
川

と
州
円
以
手
片
は
予
測
、
い
て
い
る
こ
の
一
説
明
資
料
か
ら
、
打
池
内
地
ト
hrHFポ
述
間
の
み
な
っ
ず
、

体
に
対
L
て
も
、
克
明
出
に
は
合
法
的
に
出
動
す
る
と
装
い
な
が
ら
、
自
民
放
の
引
害
を
三
張
〕
て
い
く
こ
い
λ

時
保
吉
作
っ
た
同
体
と

、J
て
法
制
川
手
、
れ
て
い
た
h

一
こ
が
わ
か
る
、
総
宮
市
は
こ
の
よ
う
仕
1

到
従
政
官
」
の
台
湾
人
政
治
互
助
？
？
危
険
視
し
ん
～
の
三
わ
る
。

話
料
羽
の
説
明
資
料
を
検
討
1

J

た
と
こ
ろ
、
台
湾
人
政
治
uA劫
に
討
す
る
今
ホ
ー
川
、

「
解
放
、

停
会
、

に
沫
中
同
、

J
ン

山
以
来
執
行
ム
J

一
関
ス

ル
松
重
サ
ル
肱
川
口
h
九叫ん山
l

の
ほ
古
に
、
制
限
選
挙
乙
1
1数
令
官
7
4
の
併
川
市
を
経
営
z
引
に
位
相

us－－N
一
に
こ
排
察
す
る
こ
と
か

の何一
J

は
、
改
正
絞
の
一
泊
立
前
会
l

f
お
け
て
、
街

i
レ
ベ
ル
は
と
も
か
く

の
州
ム
十
日
・
市
会
で
は
日
＋
人
が
多
数
を
ト
川

除
、
台
湾
政
約
百
一
致
慨
に
、
一
て
立
液
を
怒
ら
日
九
百
L
よ
奇
心
ヲ
る
こ
ー
と
に
お
〆

l取人法》l自2('. ＂ら； "" [2υ12.日、
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ιし
し
の
工
え
ノ
な
厳
し
い
制
限
の
も
L
Y

で
行
わ
れ
た
れ
口
湾
心
地
方
選
挙
は
続
p

一
忠
「
川
町
の
意
凶
通
わ
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ν

こ
」
で

は
、
近
藤
花
」
氏
の

総
力
戦
と
台
湾
｜
｜
U
本
防
相
民
泊

MJ一
段
の
研
究
P

に
明
ら
か
に
さ
、
れ
た
選
卒
中
結
果
に
依
拠
L
つ
つ
、
「
出
方
議

ム
ム
」
の
構
北
｜
｜
民
族
ん
問
題
に
つ
い
て
号
、
え
て
み
た
い
コ

ま
y

号、

H
M柏
市
朽
の
訪
日
に
つ

J
ζ

↑
〈
あ
る
。
山
間
利

月
に
土
出
会
譲
丹
、

一向
iJ孤
立
以
会
h
H選
挙
が
実
施

心」寸

月
と
山
間
利
団
」
寸

ム

C
わ
り
に
o

M

川市

u山
辺
挙
で
は
、
布
権
者
は
川
本
人
一
万
九
八
六
六
人
、
ム
l
法
人

五
歳
以
i

ー、
7
L
、じり」、、、、ピ品川りコ
p
n

と
L

f

」r
J

ノーピ『
J

F

ノ
v

d

ーマ
J

4

1

／

P
1

日
一
男
十
人
円
総
数
か
ら
み
れ
ば
、
円
本
人
は
山
一
八
・
六
%
で
あ
っ
た
り
に
吋
し
て
、
台
湾
人
は
わ
ず
か
九
・
七
%
で
£
っ
た
。

tム

山
成
以
？
に
男
子
枚
数
の
有
F

強
者

u
割
合
は
、
午
有
一
1
ぃ’
J

ー
で
は
は
本
人
六
C
e

%
、
台
湾
人
一

C

%
、
町
有
八
均
一
し
は
川
本
人

とTG）安笠 1

封
、
台
湾
人
立

対
L

メ
れ
ぞ
れ
噌
切
し
こ
い
る
や
法
人
一
ー
ハ
歳
以
↓

C
D力
f
J
有
権
者
は
会
L
い
増
加
を
不
し
て
い

る
J

制
限
泣
本
い
い
明
ら
か
に
日
本
人
に
有
利
何
百
制
度
ー
し
し
て
誌
計
予
れ
た
が
、

法
挙
住
制
限
要
作
が
戦
下
イ
ン
P

レ
な
ど
の
以
前
町
盤
『
に

下
人
つ
一
と
そ
の
制
限
い
か
来
日
支
的
に
ほ
情
ね
さ
れ
た
L

人
め
、
台
湾
人
向
権
者
は
右
実
に
増
、
え
て
い
っ
一

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

さ
亡
、
こ
の
よ
う
芯
タ
ふ
れ
の
も
レ

、
νし
の
よ
ぷ
な
結
果
と
な
っ
に
の
で
為
ろ
う
か
L

表
ー
は
、
昭
和

G主
ノ号、

体
、.，.

H在
古、

以
司i二
日
凶

:fr 
ヨ
身
、I• 、
人J一

辺、
1, 

' 
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ロ
バ
一

l
府
民
の
「
地
方
議
一
以
」
紋
乞
哀
し
Z
J
J
U
の
ゼ
い
あ
る
、
こ

、
二
回
の
選
川
い
？
を
川
町
二
ー
コ
台
湾
人
前
川
J

欽
を
占
め
た
の

は
、
府
川
協
議
会
だ
け
で
あ
り
川
会
と
一
川
会
で
は

日
不
人
が
過
，
？
数
を
ト
「
め
て
い
』
ぺ
ご
と
が
わ
か
る
じ
注
じ

T
べ
き
は

議
決
機

関
の
州
会
・
市
ム
ー
で
は
、
官
選
議
口
に
占
め
る
ど
本
人
の
試
合
は
い
す
れ
も
台
汚
人
、
。
り
刊
か
っ
す
九
と
い
う
ャ

J
で
あ
る
υ

こ
の
「
で
？

江
台
湾
の
氾
卜
刀
淳
一
民
3

は
制
反
的
に
円
本
人
口
β

短
打
析
を
維
持
ず
Q
こ
と
が
で
き
る
什
新
み
を
布
ー
ν

て
い
た
ζ

い
わ
れ
て
い

開山知

Arf総
収
h
訂
一
の
祝
査
結
来
こ
沈
較
す
れ
ば
、

げ
は
ー
止
伎
の

ー
池
一
万
議
会
ー

サ
ム
白
人
比
人
十
等
モ
現
行
訓
皮
ノ
て
三
一
於
ケ
ル
屯
半
、
〈
樗
ヰ
刊
弘
子
ル
コ
ト
ャ
ブ
期
待
、
ン
待
ヘ
ュ
ー
ち
の
で
あ
り
、

立
品
川
門
が
H
H

川
間
さ
れ
た
と
み
て
よ
レ
で
あ
ろ
う
乙
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こ
の
よ
う
な
烹
閃
が
込
め
ら
守
れ
た
地
卜
片
付
選
手
に
対
し
て
れ
ぬ
社
会
は
ど
の
よ

3
＆
反
泌
を
小
し

た
の
で
あ
号
、
J

か
。
台
湾
人
有
権
者
の
山
江
田
市
し
九
十
は
、

刊
日
が
九
ハ

a
h
z

刊
行
が
六
戸

今
一
%
と
あ
勺
た
υ

百
一
挙
は
総
長
山
川
の
強
ハ
υ

ペ封
A
T
下
じ
じ
わ
れ
て
い
ん
に
と
い
わ
れ
る
が
、
多
数
の

ム
リ
浪
人
有
権
者
が
甲
vrT
に
参
加
L
た
と
、
ろ
こ
と
は
必
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、

州川ム九日・よ咋ふ訂ピ

進
出
川
し
た
ム
コ
治
一
八
誌
門
司
は

車J
~1. 

i

リ
ト
ー
教
育
を
受
け
三
軒
i

こ
く
に

ki
斗
川
学
校

医＼
f
校
半
い
末
川
、
こ
川
本
川
田
v

子
一
計
絞
有

一
が
ほ
と
ん
ど
で
丸
山
打
、
と
く
ル
ト
中
会
で
し
は
双

ム
い
・
社
会
述
人
引
に
い
れ
一
加
し
ん
一
粁
殺
を
も
っ
者
も
す
く
ぷ
く
な
か
こ

J
指
摘
さ
れ
て
レ

C) 

、
千
円
代
教
育
主
1
1
u
川会
JPE汚
青
h

H
』
が
桔
松
」
F
J
Z
E
m
J
に
奈
川
し
た

こ
れ
1r
と

b
f
、
心
的
地
方
以
内
但
の
住
い
干
の
世
代
i

父
代
が
進
勺
布
、

Tt
い
世
代
が
は
山
田
f

川
ワ
ネ
に
意
欲
か
7
b
ワ

て
「
地
ん
談
会
L

に
進

mLた
瓜
象
が
あ
っ
た
と
も
時
一
泊
さ
れ
て
い

以
上
心
選
挙
が
尽
を
約
ま
え
て
、
さ
ら
に
怜
討
対
象
ー
ピ

一
一
凶
の
市
人
民
誌
周
波
苧
衿
H
4
に
絞
る
し
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
興
味
滋
い
斗
上
ん
が
見
、
戸
亡
く
る
r

巾
会
選
挙
JT牧
村
f
Q削
川
叶
］
は
、
そ
れ
が
間
接

選
挙
で
あ
り
、

YH
九
討
が
議
決
機
悶
で
あ
っ
わ
か
ら
で
あ
る
ャ

由良

2
は、

川
会
議
日
H
数
を
官
選
民
選
別
に
ま
ー
ニ
の
た
j
G
L

の
で
あ
る
3

w

れ
に

日

υ
A
h人

の
民
選
議
員
が
一
一
川
河
の
六
川
名

（
約
四
九
M
m

三
凶
可
「
山

J
J
1
 

古、

ピコ

日
け
の
じ

4
一

（
約
川
五

しん
J

、｝／一が
v
わ
か
る
。
こ
り
も
｝
／
）
は

先
述
し
た
台
湾
人
有
権
者
数
の
時
加
ζ

彼
待
係
で
は
日
い

ま

日
目
で
は
は
本
人
が
ハ
、
四
七
九
名
、
汁
湾
人
が

品、
1
化
じ
ヘ
名
で
為
っ
丈
が

川聞い
H
で
は
ほ
本
人
目
f

ノ、

12
うほしれ久ゾ、

f
J
L

ハ名、
J

口
市
湾
人
が
一
一
ヘ
、
一
人
口
名
で
た
っ

[w[ 
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i
本
人
p

化
格
差
が

/¥, 

七
私
唱
え
た
だ
け
な
の
に
対

ー

ν

こ
、
台
湾
人
ゐ
株
有
ば

一、八日一

名
も
牌
え
た
の

で
あ
る
ロ
》
の
結
果
、

人
す
同
人
議

民
選
1

引
分
に
お
ド
て

門
司
か
円
本
人
議
只
今
ふ
り
多
か
っ
た
の
は
、

可
司
で
は
新

A
j、
ノ
ノ
ノ
レ
し

1
ノ

T
F
7
u
 つ
の
市
会
の
み
で
お
っ
日

日
イ
オ
で

は
ぱ
が
り
刊
、
杉
化
、
嘉
義
、
い
サ
取
の
可
一
つ
の
市
兵

ι相
加
し

に
の
で
丸
る
f

－
台
湾
人
有
権
将
が
布
持
品
出
rL
台
湾
入
院
Mm

者
に
投
票
し
た
結
果
で
あ
る
と
健
一
吹
で
き
る
の
立
は
な
い

か
と
作
品
わ
わ
る

と
こ
ろ
が
、
出
日
す
べ
き
こ
と
は
、
山
会
議
け
の
活
選

部
分
ば

台
湾
人
が

凶
は
り
凶
一
乞
ご
約

一
切
）
か

っ
二
回
口
上
の
一
十
円
お
（
約
二
斗
%
）
に
減
心
、

~＼ 
1, 

日
’
八
八
p

一
〆
ん
す
一
ハ
八
%
刷、
μ戸、
'.¥ 

ハ
）
名
（
約
七
h
M
A

に
増
山
し
ん
ニ
人
と
あ
る

c
F数
円
選
判
例
の
品
子
に
よ
り
芥

古
川
の
台
湾
人
議
口
の
割
台
が
れ
「
さ
J

つ
れ
ん
｝
結
来
、
竹

ふ
け
人
一
訊
員
が
辺
半
数
を
と
っ
～
の
は
、

円
ζ

も
に
パ
時
化

市－
d
み
と
引
っ
こ

一
、
二
斗
は
り
日
制
竹
山
会
で
は
、

ー、、

l
l
A
ペiFノ

議口「

置
、
人
口
湾
人
議
員

五）（

V
W
化
市
会
の
台
湾
人
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r日

議
UM
が

m，T
数
を
ト
円
め
に
原
附
は
、
史
料
上
必

rJ、
γ弘
、
問
コ
か
に
ず
る
こ
と
が
で
き
な
し
が
、

川叫
L

ヨ
る
」

μ引
は
、

4hwヰ
試
日
目
の
山
U
r
小
山
吋
迭
さ
；
F
’打
hu
れ
る
威
主
あ
っ
た
こ
と
で
為
る
υ

第
二
は
、

日
本
人
b
u附
他
者
の
や
な

ぶ
ト
ー
の
工
人
ノ
な
h

」
と
で
は
な
い

J、
円問

さ
で
あ
る
彰
化
市
の

E
本
人
倍
怪
者
の
割
合
は
、

2岳、
Oノ
ノワ

じ
一
凶
ア
れ
】
、
p日パ

、
一
八
阿
て

回
日
選
挙

（立
約

に

は
約

こ
り
寸
1
J

に
考
え
る
；
ぺ
そ
も
そ
も
彰
化
比
八
百
の
場
合
は
、
選
挙

日
沼
迎
。
、
台

’＂ ／勾

一7
ニ
二
）
で
あ
3

前
に
布
r札
加
者
数
か
う
4
1
犯
し
て
ん
h
w決
議
弓
（
合
、
上
九
め
γ
、
、
し
て
も

釦
叫
皮
改
一
け
の

π一
川
凶
か
ら
J
コ
法
人
一
行
室
三
抗
日
Jhu
ゼ
ロ
の
り
能
性
が
ほ

い
心
、
選
挙
後
に
台
湾
人
議
長
が
必
「
数
以
L

－
に
な
る
可
能
性
が
角
か
っ
た
と
U
E
わ
、
れ
る
ー

以
？
に
の
ノ
h
n
人
材
か
ら

U
粋
に
お
い
て
白
川
人
有
2

持
者
の
主
持
に
よ
り
’
E
湾
人
一
議
員
ぺ
υ
培
加
し
た
日
℃
し
が
明
ら
か
に
J

げ
も
る
と
う
L
J
h
u

に
、
山
l
数
「
ι
一
選
制
度
に
よ
い
ノ
刈
整
が
行
わ
れ
た
結
果
、
特
化
市
会
主
除
き
市
会
に
お
け
る
日
本
人
心
優
勢
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
も
伴
認

立たつえハ
V
C
で
よ
み
る

ミf
」
、
初
凶
市
ん
誌
の
台
湾
人
議
貝
の
学
旧
い
け
古
み
れ
ば
、

先山内一
L
ー
た
辺
代
数
奇
J
V
J
1
げ
ャ
よ
け
湾
人
が
潔
挙
に
ふ
ノ
加
し
に
こ
と
が
よ
り
明

ム
っ
て
あ
る
と
ム
川
治
人
山
会
一
議
口
一
口
i

ハ
乞
の
う
ち
、
高
h
！
4
2汀
を
受
け
た
若
い
や
仁
之
↓
て
あ
っ
に
代
ふ
ゃ
な
わ
ち
、
史
選
の
山
川
ム
円
で
は
、

松
山
づ
い
山
岡
1
m
ら
ず
一
俊
一
千
八
人
、

R
4引け目
1リ

γ
川
町
験
苦
が
一
一
一
人
よ
め
J
3

有
（
）
代
、
炉
問

hv濯
の
は
帽
含
で
は

ノ、、

人
と
事
殺
を
ト
1

め
て
い
る
が
、
そ
の
う
弘
、
併
叫
ん
な
州
民
、
」
一
一
死
八
人
、
経
営
府
間
語
学
校
一
人
、

げ
ん
留
吊
γ
川
沿
ム
験
苔
ゐ
。
人
で
あ
っ

d

口
実
協
議
八
五
川
代
乙
F

～
べ
て
、

初
刊
1

川
会
て
は
、

市
川
選
白
人
一
、
医
者
が
阿
か
っ
二
有
人

、A

J

白、

1
ノ
占
μ
、レム

F
J

（民濯一

一rr
〕人）

台
湾
人
医
師
・
弁
護
上
と
い
っ
た
工

J
1
卜
同
「
が
積
極
的
に

JU方
政
治
に
参
加
「
る

V、

羽
象守：：
:J: j止さ
、会

叫..
守宅li, ¥_ 
.οι 
i交 υ
〆fる
州、一
↑弓
じ〉

'" ii< 
手会

民
お

' '6 
d 

、、
グチ

レJ

すし

u 

す
で
に
植
民
地
統
治
内
三
時
時
訟
で
き
る
。

川
小
ト
の
で
η

に
、
昭
和

0
4
1改
r
t
r
よ
っ
て
設
問
さ
れ
た
一
地
丘
前
会
ー

心
構
成
は
、
全
体
と

L
て
、
日
以
内
総
川
河
の
州
ム
U
e
市
会

？
」

v

。f
f
L
P
A
伯、

V

べ

t

l

日
本
人
、

ν多
紋
で
あ
打
、

の
化
川
！
仏
協
議
会
に
お
レ
ど
は
、
台
湾
人
口
M

多
紋
て
あ
コ
た
、
と
レ
う
幻
保
守
有
し

l取人法》l自2ic Hl; oo i:2υ12.日、



亡
い
た
L
r

い
え
る
納
税
制
有
円
以
上
の
制
限
巡
挙
は
、

シ
ブ
レ
等
の
芯
響
に
上
つ
亡
、
ム
い
は
人
吉
川
怯
ノ
↑
数
日
戸
n
Mす
る

τ）

に
な
り
、
実
質
的
に
そ
の
帯
広
作
予
緩
和
さ
れ
ら
了
二
に
匂
っ
た
が
、
議
決
機
関
の
州
九
百
・
市
会
に
お
い
て
は
、

な
お
日
本
人
寝
江
川
ザ
ヤ
↑
維

什－
J
る
こ
と
古
で
き
た
の
は
vr
数
吉
選
制
の
閉
山
凶
い
で
あ
っ
て
と
い
え
よ
う
」

cro
つ
注
縦
、
J

い
制
限
が
課
さ
れ
た
地
方
選
vヤ
に
4
一か

ハフ、コド
3

、

1
2
1
一「

近
代
的
な
孜
首
を
受
け
た
行
湾
人
一
j

リ

i
し
宮
刀
選
挙
制
民
J
／
怠
じ
〈

に
参
加
し
て
い
ー
と
と
も
停
認
で

地
方
示
会
t

き
る
。
こ
の
庁
円
f
h
J
f
え
れ
ば
、

η湾
人
の
植
民
地
統
治
に
対
す
る
ん
じ
意
内
4
4
A返
す
る
制
庶
民
件
、
干
の
狙
い
が
あ
る
粗
皮
実
現

L
亡、乙

υ
～J
f
、
ト
」
示
、
J

に
7灯
、
J
〉

7
C

1

〈

｛

』

こ

J

とTG）安笠 1

第
二
節

「
地
方
議
会
ー

の
権
限

の
梧
山
肌
が
そ
が
ま
で
と
比
べ
て
ど
の
よ
、
つ
に
変
更
ピ
切
ス
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
検
一
日
す
る
ー

何
古
来
三
村
山
ん
で

次

地
方
議
会

は
、
「
地
方
議
会
」

に
4
h「
る
’
民
総
的
認
可
制
に
悶
心
が
川
け
ら
れ

い
か
h
b
v
G
権
限
け
や
守
え
ー
口
れ
ヒ
の
か
～
つ
い
て
あ
ま
り
百
及
川
日
比

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

つ
れ
と
か
う
た
ハ
ギ
約
で
は
、
そ
れ
ど
サ
抜
と
し
つ
つ
、
地
ち
凶
作
心
権
限
拡
充
と
問
返
し
て
地
上
々
議
会
」
の
権
限
ー
ピ
考
一
す
る
ハ

ま
ず
、

1

地
方
議
P
A
U

の
権
阪
に
つ
い
て
l
l
h
Z民
申
下
、
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
、

ふ
）
改
王
法
で
は
川
川
会
・
而
A

、
五
日
つ
議
決
機
関
と
改
め
ら
れ
た
）
そ
の
議
決
守
明
、
に
つ
い
て
は
、
慨
は
的
↓

は
な
く
、
列
叫
ん
工

／
）
ら
れ
た
た
と
え
ば
、
ト
円
会
に
閥
L
て
は
つ
ぎ
に
よ
ミ
に
泊
定
L
て
い
る
。

μ剛
山
ハ
タ
ー
ポ

市
会
ハ
巾
ニ
持
ス
ル
ド
ア
事
件
及
法
令
二
伎
リ
立
〈
ノ
権
限
－
民
ス
凡
事
件
い
7
議
決
ス

、
市
条
例
弓
設
ケ
又
ハ
改
誕
ス
ル
「
l
l
i

、
i

成
人
中
山
マ
J
詩
ヲ
定
ム
ル
コ
ト

i！メ人民半、 G2 'h\•J 61 (2C'.2. S] 



r日

一
一
、
決
算
約
口
一
一
悶
え
ル
コ
ト

判
、
法
人
ド
一
乏
ム
ル
モ
ノ
7
除
ク
ノ
外
伸
一
月
料
、

T
数
料
、
市
弘
正
川
犬
い
は
羽
u
則
ノ
賦
課
掛
川
マ
？
一
間
同
一
人
ル
ー
ト

J、
円問

五
、
十
首
位
ヲ
川
店
長
並
ニ
が
債
ノ
ん
法
、
利
息
ー
ノ
定
ー
ム
位
償
還
ノ
ト
力
法
ヲ
定
4

又
ハ
ヶ
ム
ヲ
変
更
ス
パ
コ
ト
ト
ト
ヒ
シ
冷
1

八
十
〕
条
第
二

一
羽
ノ
日
出
人
全
ヲ
泳
ク

六
、
主
事
射
出
「
及
一
位
一
『
げ
犬
小
川
以
等
ノ
設
置
、
管
坪
及
処
分
二
部
パ
ス
ル
コ
ト

七
、
不
11…山内
f

管
理
止
処
分
ニ
坦
ス
ル
コ
〉

/¥ 

－7
t
ι

メ
又
ハ
変
疋
ス
ル
「
1
h
t

札
、
持
別
会
計
ヲ
設
ク
ル
コ
下

ト、
μ
成
人
心
予
算
ヲ
以
一
プ
ぷ
ム
ル
一
七
ノ
ヲ
除
ク
y
外
ー
ホ
二
義
仲
間
ノ
負
忙
し
ヲ
為
ン

λ
ハ
権
利
ノ
拘
棄
ヲ
お
7

ヘ
r
ド

市
子
必
一
容
マ
り
ト
芯
ム
ル
ト
キ
ハ
川
町
山
一
掲
ア
ル
卓
下
利
ノ
外
市
一
閃
ス
凡
事
利
己
，
市
会
ノ
議
決
ご
付
ス
ル
コ
ト
ブ
伯
作

川
川
会
心
場
合
け
、

上
に
犬
十
げ
た
内
会
の
議
決
市
d

叫
引
の
一
、

七
K
よ
ひ
第
二
頃
の
列
犬
十
一
、
三
究
会
」
日
出
品
川
和
ャ
ー
る
規
定
が
兇
つ
れ
な
か
っ
た

、
1
4

刈
ハ
＆
巾

同
条
）
戸
、
川
会
の
梓
限
日
小
川
会
よ
一
り
制
限
さ
れ
て
い
る

ぺ
JMr止
、
街
正
協
議
会
の
誌
問
日
1
均
一
で
は
、
件
同
凶
協
議
会
は
4
4
ほ問

機
関
三
あ
る
た
め
、

け
会
の
議
決
事
項
の
う
ち
「
川
沿
禄
ι口
一
一
関
ス
ル
コ
ト
ケ
い
削
ら
れ
て
U

る
ま
行
本
ノ
事
会
が
存
人
1

1

J

な
い
た
め
、

「
訴
願
、
訴
訟
及
和
簿
－
一
関
ス
ル
コ
ト

の
諮
問
を
受
げ
る
権
限
が
一
山
え
ら
れ
て
い
令
。

、
ア
れ
ら
議
決
ド
羽
、
諮
問
手
羽
C
、
け
寸
汁
」
ヲ
ペ
き
h
は
、
市
〆
h
H
A
止
の
条
炉
内
制
定
説
明
が
第
一
一
心
司
乙
守
し
て
明
記
、
刊
し
札
に
こ
こ
と
あ
る
n

こ

れ
は
、
阿
川
和

ひ
っ
円
、
ー
止
が
州
・
市
e

ん
何
主
の
法
人
民
市
中
一
別
記
し
た
い
一
、
ご
と
舵
刊
引
い
虻
は
な
ρ
n

九、，一、タ
L
ふ
や

j

i

i

J

V

 

J

川
引
は
つ
ら
♂
の
で
「
汁

胤
定
L
t
い
る

l取人法》l自2('. tiZ; o2 [2υ12.日、



込
一
川
弘
一
h

市
一
ハ
ル
7
八
卜
え
円
ノ

ヲ川八
4
L

ケ
法
令
ノ
範
凶
川
ニ
於
テ
立
ノ
八
ム
日
ヘ
！
一
脳
ん
は
M
A

法
作
、
勅
ム
μ
又
ハ
律
へ
一
一
依
け
＋
川
一
一
一
同
ス

ル
ド
務
ヲ
処
法
ス

第
五
条

ム
円
一
一
出
所
ァ
小
h

ス
ル
者
ハ
門
ハ
パ
ノ
川
出
民
ト
ス

市
住
民
ハ
本
令
一
7
K
Y｝
市
ノ
計
造
物
－
土
ハ
則
一
人
ル
持
刊
ヲ
付
、
ン
ル
叩
ノ
心
川
相
一
ヲ
分
布
い
ス
ル
義
務
ヲ
h
h
ブ

μ剛山
I
ハ
久
木

市
ハ
山
住
民
ノ
砿
刊
義
務
r
人
ハ
市
ノ
令
改
利
二
湾
、
ン
市
条
炉
内
ヲ
ぷ
ク
ル
コ

l
一プ待

市
ハ
ぃ
山
ノ
昔
日
正
物
二
湾
、
J

市
条
例
－
7

以
ア
則
定
ス
ル
ミ
一
ノ
ヲ
ザ
↓
ク
ノ
外
市
出
札
刻
ヲ
設
ク
ル
「
て
！
ワ
中
日

市

"" flt 
及

悦

ど
ノ
公

3
式
二
伏
リ
よ
7
止
円
不
ス
ベ
ン

とTG）安笠 1

'fr 

:11日。J
川、

オ÷

第
！
ハ
人
心
は
同
紙
な
杓
符
を
ム
叩
K
J）
Q
F
r
i
法
で
は
、

h
北
川
ど
が

必
作
勅
〈
リ

λ
ハ河川八
J

一一依

条
、
第
十
条
、

り
市

街
リ
「
二
高
官
、
ン
メ
ヤ
ヰ
事
務
ヲ
処
刑
什
ス
と
規
定
す
る
た
め
、
市
お
庄
は
「
車
二
委
日
行
事
務
一
悶
ス
ル
規
定

ミ
ル
一
一
川
州
ベ
ヂ
一
な

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

し、
c 

氏
人
格
J

じ
川
不
、
す
る
と
1
／
も
円
安
日
行
事
務
と
伝
令
ノ
リ
札
阿
内
」
～
山
花
げ
る
地
上
々
刊
体
の
「
有
立
ノ
門
的
タ
パ
公

令えー
が
j?rj 
if'iJ 
民二
本伝
記
－＇＼~ 

規
則

市i
桧

才し
h、

rr＂＇人民半、 G2'h¥31 63 (2C'.2. 

共
事
跡
L

と
の
転
出
な
則
椛
に
、
以
去
川
仕
h

H
の
一
条
例
制
定
椅
の
範
同
け
、
川
法
さ
は
「
ね
別
役
使
用
料
及
手
数
料
二
悶
え
ル
目
前
（
金

qx. M 
;f)? ！~ 
lこ 1切
J足、ノ
大使弐｝エ」
」 ハー
れニ
／こ関
のス
でル
め与L
る三 Jlii.
C 」

て
の
み
ど
阪
P

心
さ
れ
て
い
た
が
、
改
革
法
に
お
い
て
は
出
く
市
・
庇
原
作
氏
の
権
利
J

式
務
！
之
町
円
前
庄
の

U
Kリ
条
例
す
制
之
」
ヲ
る
に
は
、
山
会
の
議
決
え
は
街
角
鴻
4
J
叫
ん
立
の
諸
問
を
賢
一
3
q
F
3

州
に
は
庁
、
人
格
が
ワ
え
ら
れ
た
が

い
る
わ

州
内
尺
の
規

.. 
:',: 
P夕、

」
州
ム
で
市
会
に
は
、

一
小
づ
竺
関
「
る
事
件
二
付
与
思
｝
昔
日
ノ
円
減
係
行
政
比
二

ス
ル
コ
ト

一いミ
4

一し
r
T口

州
・
市
日

法山
I

権

一、州制

ト
〕
条
・
咋
引
九
条
）
ト
υ
ワ
え
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

州
八
で
市
ム
刊
の
一
は
か
に
は
の
円
山
見
ま
J
t
山
I
権
を
利
用
し
、

地
域
乳
首
に
関
わ
る
要
点
主
合
法
む
に
植
民
地
双
山
川
に
い
山
一
一
附
す
る
ー
ど
こ
ろ
も
は
ら
れ
た
ι



r日

（一一
J

川
川
会
市
会
ま
た
は
街
川
協
議
会
に
は
「
行
政
庁
ノ
訪
問
ア
ル
ト
キ
ハ
さ
見
守
位
打
、
一
ス
ベ
ン
乙
い
え
ー
諮
問
牧
町
権
一
州
制

J、
円問

1
 

f
f
Aロ
ま
た
は
い
域
変
更
の
ぬ
ム
じ
に
お
汁
る
防
体
レ
ヂ
刀
（
州
制
昭
市
制
・
令
汁
制
の
一
一
条
）
午
、
市
パ
何
十
代
将
ん
じ
ま
七
は
街
リ
組
ム
？
の
一
一
豆
、
仰4
 

解
散
の
山
安
打
「
市
制
八
f
U
条
、
～
叩
上
刻
じ
条
）
で
ふ
め
る
。
同
法
で
は
、
州
h
L
宇
、
山
ず
、
一
向
止
長
。
意
見
の
ム
を
欲
L
て
も
処
分
し

J
J

号
令
ζ

沿
っ
で
い
～
が
、
改
正
法
C
は
、
訪
日
？
の
司
令
州
ん
？
市
会
ま
止
は
街
去
は
示
会
の
窓
口
に
を
紋
一
9
4
0
必
要
が
あ
る
こ
改
パ
め
ら
れ
た
ハ
川

こ
の
こ
1

ど
は
一
議
決
判
明
ν
現
の
存
y

げ
を
椛
一
点
山
哲
視
し
て
い
れ
「
る
一
つ
5
明、れ
J
H
H
る
べ
き

mu
d
千七、＼

 
j
 
A
 
P
 

八
条
・
十
け
制

、
｛
一
条
‘
と
お
山
山
判
例
じ
え
折
、
一

諮
問
が
あ
る
の
は
つ
ぎ
む
つ
の
場
ιけ
で
あ
る
。
州
‘
山
・
伝
止
の
ぼ
萱

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
じ

へ
山
）
会
議
想
以
と
傍
聴
人
取
締
取
引
に
成
し
て
ぽ
、

山
決
で
は
そ
れ
ぞ
、
れ
y

十
級
寸
庁

バ
川
市
ド
、

H
Fの
一
誌
叶
つ
を
何
J

な

ー
コ
z
h
rコ
三
、

Z
P
一
三
し
こ
、
こ
え
、

子、才！日
1
1
1
F
1
v
l、4
？
IJM
き
ょ
イ
v

L

ヲヰエ

ノ
｛
疋
ム
ル
ノ
ヲ
絵

い
て
、
州
会
市
九
百

均
l

d

h

L

ヤ
人
ア
に
ふ
品
、

E

i
、｛守

i
k

ど
協
議
会
心
諮
問
主
径
て
、
州
知
事
・
市
＃
ま
た
は
街
j
長
が
こ
れ
を
山
止
め
る
と
改

「
什
制
一
九
条
、
小
川
制

一一札木、
4
1
1
i
ト一

制
八
九
木
〕
r

一
η
）
副
議
決
終
閣
の
付
、
市
参
事
会
は
、
町
会
市
会
よ
り
を
日
い
い
と
受
け
た
事
刊
の
－
議
決
権
限
、

H
・
市
会
に
政
悼
あ
る
と
み
さ
、

会什i

店市
1 "' ＂、z，の
i~ 代
てへ り
を？に
有議
3- if!: 
る三す
る
権

浜
原
、
訴
訟
い
ね
「
え
υ
和
が
に
閲
す
る
市
川
け
の
議
決
権
〉

そ
の
他
パ
出
ム
ド
に
土
わ
川
川

z
巾みす／戸市」一

（1
0
州
・
討
の
子
算
に
討
す
る
認

τ山
一
皮
が
山
閲
さ
れ
て
」
山
法
は
、

州
子
日
再
は
台
湾
総
軒
、

市
子
教
は
州
統
占
？
の
認
刊
を
交
汁
て

定
り
す
る
こ
規
公
ー
て
い
た
が
、

州
a

山
の
予
算
は
州
へ
て
で
古
川
会
心

っ
て
い
以
げ
ず
る
と
は
め
ら
れ
た
「
州
制

改
花
作
で
は
、

六
〕
条
、
市
制
ハ
八
条
）
n

川
小
ト
の
で
η

に
、
円
、
止
法
C
は
、
的
行
M
一
体
の
権
限
拡
光
ζ

」
も
に
一
地
H
1
J
H
A
n」

の
権
限
も
広
げ
丈
…
間
十
州
を
時
体
認
す
る
、
｝
乙
が
で

き
司
令
し
カ
し
、
、
」
れ
ま
で
正
付
ん
九
で
も
前
じ
ら
れ
C
レ
ゐ
よ
う
に
、
也
刀
て
は
地
方
（
E
僚
機
市
心
紙
笹
川
弘
『
f
i
b
J
盤
情
強
化
予
、
れ
て



る記
述
L
2
1
よ
う
に
、
州
ム
？
古
川
ム
ヴ
ん
付
主
鴻
読
ん
立
の
山
九
一
れ
を
と
h
1
4
L
Q
議
長
は
、
州
知
事
・
ム
円
4
：
一
民
汁
長
2
M＋
t
hれ
す
る
こ
規
υ
心

さ
れ
亡
お
り
、
円
送
協
議
ム
以
前
代
ζ

公
わ
り
な
い
ロ
行
政
の
長
ー
か
議
事
機
関
の
議
長
を
裁
判
す
る
こ
と
は
、
初
鮮
の
地
方
制
反
y
）

C
占
め
る
小
、
与
一
心
司
的
に
つ
J
f
k
日新

pυ州
方
務
局
心
同
村
’
他
地
上
刀
課
長
は
っ
き
り
よ
う
に
説
川
し
て
い
る
。

ん
J

川
町
一
心
制
皮
に
於
て
は
議
長
は
議
長
よ
り
巡
ば
れ
る
戸
一
と
に
成
っ
と
京
る
の
で
あ
れ
ま
す
が

の
努
力

に
μ訂ム九

と
な
る
こ
と
は
内
地
に
1
h
f
J
S什
径
の
坪
山
口
一
叱
阪
し
お
い
の

1
忠
れ
二
じ
し
て
、
今
川
川
の
改
正
に
M

は
い
て
は
本
一
一
の
特
殊
事
清
す
も
併

とTG）安笠 1

せ
考
慮
し
て
閣
内
事
出
品
川
院
を
以
て
議
長
に
充
て
、
以
て
よ
哨
ム
ム
J

ぜ
ん
は
街
戸
協
議
会
心
専
横
な
る
議
決
乞
功
ー
は
す
る
こ
と
と
せ
ら
れ
た
る

も

C
と
日
品
川
き
れ
る
れ
い
り
で
あ
り

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

出
品
す
る
に
、
議
？
？
誌
は
よ
り
選
山
川
す
る
人
1

凶
心
地
上
心
削
肢
と
は
け
れ
な
け
、
坦
市
中
機
関
h
k
以
て
山
政
回
日
（
に
充
て
る
け
門
的
は
、
「
／
、
I
M

選
手
は
ー
バ
ノ
権
限
ヲ
越
エ
又
ハ
渋
令
合
ハ
会
議
規
則
一
山
肖
ケ
ト
認

市
且
下
ト
ド
山
議
棒
、

再開
，品

去三

位
力、
11 
Lイ
ム？

れ
f_ 。

f阪人民半、 G2 'l o引抗日C'.2.S 

の
お
殊
事
情
を
考
慮
、
三
市
ム
五
と
街
庄
協
議
会
の
「
よ
早
川
帆
な
る
議
決

J

午
、
防
ぐ
こ
と
に
あ
コ
た
の
ご
あ
る
r

さ
ら
い
、
議
決
機
関
の
設
笠
と
と
も
ど
挟
行
機
関
の
恥
有
住
阪
は
、
以
ト
の
t

そ
ノ
に
剥
た
に
え
め
ら
れ
た
c

市
九
百
ま
に
は
市
参
事
会
の
議
伏
は
「
町
二
公
訴
一
プ
d

古J
J

正
ハ
山
ノ
以
文
一
一
閥
、
ン
不
山
日
ト
ノ
リ
ト
認

の
ρ（
J

o

れ
f

y

bぺ＼

改
正
法
で
は目

別
ノ
事
由

γ
リ
ト
説
ム
ル
L

時
は
、

山
斗
下
は
一
州
知
事
ノ
品
川
碍
7
詰
ピ
由
工
法
ノ

一
プ
立
同
ス
コ

1
7

i
i
i
｛

i
i
 

弘
一
さ
レ
仏

三
か
こ
）
〆
、

宋
J

U

ま
三
、
J

川
参
事
会
に
お
い
て

議
決
又
ハ
決
定
ス
ベ
シ
宇
作
ニ
潟
、
J

臨
時
急
施
ヲ
ド
士
一
人
ル
」
場
介
、
市

る

制

参
事
ム
山
が
此
リ
し
な
レ
と
さ
ま
た
は

ζ
市
＃
一
一
川
町
一
ナ
f
J
J
結
集
ス
ル
ノ
限
ナ
ン

ム
ル
一
と
き
は
、
市
引
は
こ
れ
を

寺
決
処
山
々
、
／



r日

次
回
／
会
議
二
於
テ
口
一
ノ
処
分
ワ
市
山
手
ノ
い
ず
ヌ
ニ
報
青
ス
ベ
シ
」
と
規
，
心
さ
れ
℃
い
る

市
制
一
一
四
条
三
州
知
唱
の
、
川
川
会
に
対
「
る

関
係
ー
も
河
一
A

い
と
あ
る

州
会
・
川
ム
立
の
停
公
絡
が
と
も
に
川
知
事
に
与
え
ら
れ
ナ
人

（
州
制

（
州
制

心
パ
仁
一
二
条
可

ま
た
、

J、
円問

市
制
八
へ
条
）
一
っ
こ
の
よ
う
に
、
立
m
L

の
州
荒
事
・
十
川
且
下
は
、
議
此
陣
内
問
の
州
会
・
市
会
に
刈
し
て
、
再
議
、

ω
引
い
楽
執
し
、
議
、
社
慌
の
取

り
出
し
、
寺
渋
処
分

ihi九
三
、
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
で
あ
る
U

街
主
長
は
、
J
T

凶正均尚一引叫ん同ト
f

成
J
V

）
は
い
こ
さ
、
会
議
Jγ
品
川
く
こ
J
h
r
で
き
な
川
、
」
き
、
ま
た
は
諮
問
に
凶
じ
は
い
エ
き
、
ー
は
長

又
ハ
郡
山
ョ
ノ
指
探

一
け
岬
門
出
ウ
粁
ス
し
て
、
街
庄
心
労
す
る
雫
項
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
一
声
る
と
汽
れ
た
ハ
筒
庄
日
山
一
；

久本）一4Eι

～、

日
ペ
ヤ
制
度
行
局
γ
へ
と
J
も
に
、
州
ム
h

e

市
会
L
K
’f河
戸
協
議
会
に
い
T
げ
す
る
解
散
梧

首ij

（
州
制
七
九
条
、

ル
北
て

÷
ι
p
r
f
L
h
l
n

、

L
一i
i
引

i
v
l
b

条
、
句
作
制
ヒ
九
条
）
と
、
市
会
街
店
協
議
会
に
い
刈
す
る
停
会
総

戸
市
制
へ
八
条
、
街
山
rA制
八
円
）
一
条
）

の
規
定
も
新
設
さ
れ
丈
v

以
ト
の
よ
う
に
、
品
川
行
核
開
と
し
て
の
州
知
事
・
山
ノ
ぬ
正
v（
（
山
権
問
叫
が
蛇
z
f
F
a
強
化
さ
れ
f
、
｝
と
は
、
人
7
同
り
改
汁
ι

日
い
て

重
出
品
と
ト
什
、
で
あ
勺
た
っ
こ
の
白
川
に
つ
い
て
、
一
日
号
的
内
政
府
μ
吋
の
J
U
井
在
岸
戸
地
上
刀
点
交
は
次
の
よ
う
と
い
ん
解
乞
山
一
べ
て
い
る
す

平
時
）
決
ン
一
J

誌
決
機
関
二
ナ
ソ
h
v

刀
マ
ラ
、
制
片
山
す
き
－
一
二
山
吹
カ
ン
テ

1
7
勺
卜
一
三
ノ
ぷ
J

J

気
勢
守
道
ン
ン
グ

rd
二
、
一
日
ィ
ブ

制
限
、
ン
タ
ノ
ヂ
ハ
ト
ノ
イ
ノ
ノ
3

7

リ
ア
ン
つ
、
地
方
行
政
ノ
健
全
」
ノ
ル
運
用
ヲ
九
μ

ア
／
カ
為
一
－
制
限
、
ン
ク
ノ
ヂ
ア
j
γ

ス
万
て
苛

モ
州
、
一
η
ノ
需
要
テ
ル
事
項
二
坑
フ
ハ
約
〆

ノ
門
ヲ
ケ
グ
ル
ト
云
7

コ
ト
二
ナ

y
一一J
R
J
マ
ス
ロ
従
ノ
ア
州
内
一
ノ
出
一
（

国
弓
づ
い
忙
ド
一
就
一
ア
ハ
斗
山
二
芭
ド
九
」
ん
述
ベ
フ
レ
ル
計
四
－

T
ツ

7
R凡
ノ
一
フ
ア
リ
マ
ス
。
社
刊
以
リ
問
中
ア
凡
ノ
ハ
民
芯
ノ

ヲ
澄

、
、
、
、
、

ん
ソ
ル
為
三
、
巧
ク
T
上

γ

八、ン一
y
ぜ
ル
ノ
ア
ア
ル
ト
ナ
ム
7
山市一一御
νワ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
非
常
ナ
拘
造
ノ
」
デ
ア
リ
ア
、
ソ
一
一
「
、
持
続
心
地
山
際
冴
ト

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
ン
一
フ
什
白
一
一
議
引
い
山
吋
ん
出
来
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
一
問
、
ン
白
山
二
議
決
げ
ん
出
米
ル
カ
ラ
ソ
一
一
ノ
ミ
一
決
法
L
J
7

ト
、
制
作
わ
テ
－

ti
ハ
勿

条

l取人法》l自2 （：出； (ii [2υ12.日、

tム



抗
議
決
出
世
テ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

日持

二
伝
々
政
足
ト
F

、
一
一
派
ト
ア
一
フ
モ
ノ

b
千
u

注
一
ン
マ
〆
一
工
品
ず
ノ
益
軒
に
兎
一
一
角
、

一
ソ
述
事
者
一
一
州
出
吹

町
内
泊

カ
ン
ワ
ヤ
ブ
り
卜
玄
y
コ
ト
二
市
ノ
バ
コ
ト
モ
ア
ル
ノ
ザ
ア
ア
ソ
マ
ス
ガ
、
環
論
上
、
真
面
河
一
－
州
、
市
、

パ
け
／
進
五
八
九
注
ト
パ

とTG）安笠 1

ゾ
ー
ト
ロ
ソ
〈
ム
i
ス
ル
エ
ノ
ナ
一
ノ
パ
、
以
一
V一
様
二
議
論
、
ン
一
ア
モ
別
一
差
支
ナ
イ
ノ
チ
ア
リ

γ
ス
口
＼
中
的
町
一
A
j

’M

併
以
ル
議
決
絞
議
ヨ
7

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

結
二
、
ン
テ
州
、
山
、
筒
、

1
ノ
事
務
ト
ー
ム
ワ
名
ノ
r

二
、
実
ハ
池
ノ
イ
約
一
寸
以
テ
、
前
い
付
J
J
ん
ノ
私
心
ヲ
当
、
ン
ウ
一
J
L
W
山
川
本
斗
二
件

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
ハ
部
ノ
人
ガ
心
配
七
ソ
レ
ァ
口
市
リ
マ
ス
通
リ
充
分
二
？
一
ム
ロ
行
一
以
ガ
川
一
フ
ナ
イ
ト
バ
庁
ア
リ
J

ス
為
一
一
、
民
ノ
判
明
会
弓
利
川
、
／
一
ア
也

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
今
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
考

7
十
六
行
ス
ル
1
F
Y
4
7
紙
ナ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
人
ナ
ラ
パ
、
之
ハ
川
詠
此
ノ
制
度
雪
ノ
車
問
引
サ
レ
ナ
ノ
、
～
伏
…
話
ノ
述
J

ノ
タ
コ
ト
ワ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
之
一
対
シ
ァ
ハ
血
事
苫
ノ
別
／
心
同
ノ
記
号
制
J
J

リ、
p

川
ナ
リ
ノ
作
胤
ヲ
N
M
乙
濡
い
わ
、
ン
一
ナ
行
キ
、
針
、
ン
テ
此
ノ
店

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一
日
制

治
我
山
抗
日
づ
出
37
ソナ

f
紙
一
一
、
じ
治
矧
織
ガ
硫
ザ
レ
ナ
ィ
似
↑
】
ン
一
ア
わ
ク
ヘ
ナ
一
ブ
寸
一
L
h
h
刀
必
山
吉
デ
ア
ル
し
い
芯
ヒ
グ
ヌ
）

？戸；1:1担i'fJ＜：末期｛；ii)C) I地む誌；，

七
汗
ば
、
ヰ
エ
九
l

的
に
「
百
一
J
E
H
二
作
、
山
、
街
、
南
ノ
進
歩
発
』
ト
一
に
つ
ノ
リ
ト
ヲ
主
ト
ス
バ
モ
ノ
」
で
み
れ
ば
、
「
如
何
係
一

ン
一
ア
主
別
一

7
ケ
ニ
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
じ
い
れ
ば
前
且
ご
み
だ
け
川
半
箔
務
た
一
い
の
存
弁
で
も
見
、
り
れ
去
こ
と
ご
あ
コ
た
）
、
引
ド
ず
ぺ

き
と
こ
ろ
は
、
「
議
決
機
関
ヲ
柑
に
市
ν
て
支
ハ
他
ノ
ド
的
ヲ
以
て
何
位
一
ナ
守
ノ
拡
心
ヲ
退
、
ノ
ノ
シ
戎
ハ
莫
ノ
機
会
ヲ
引
い
い
川
ン
テ
他

ノ
考
7
実
prい
ス
凡
／

C
A
箇
川
で
あ
る
。
乙
い
う
の
は
、
こ
れ
は
記
述
1

）
た
介
湾
人
政
治
運
動
に
汁
す
る
総
枝
問
山
川

一定…守主

l
i
L
H
 

致
L

ヨ
ノ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
こ
は
、
新
竹
州
！
一
お
い
同
の
内
川
叶
地
h
～
課
長
の
い
、
つ
「
本
白
河
川
一
特
殊
事
情

ρ〕

端
、
と
て
考
え
て
7
G
ポ

斗
朴
日
立
は
以
い
や
ぶ
の
ろ
久
二
地
方
行
政
ノ
健
A
7
1
v
一
旭
川
巴
小
行
わ
れ
る
閉
山
町
一
」
パ
ハ
保
副
ζ

し
て
、
地
点
い
体
に
刻
」
0
2

る
官
僚
的
税
制

が
み
主
備
・
品
川
化
き
れ
ア
の
で
丸
一
令
。

以
？
に
の
よ
う
に
、
川
会
・
市
去
街
庄
協
議
会
心
権
限
が
拡
充
さ
れ
る

刀
、
さ
ま
ざ
ま
云
点
で
そ
、
れ
JE
制
限
で
き
る
制
収
前
夫
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r日

？
っ
人
泊
さ
れ
て
い
た
こ
一

μ
わ
ざ
る
古
得
な
い
じ
ド
『

g’H
月
が
一
一
波
渋
主
変
一
…
で
き
る
と
い
た
ノ
決
乏
か
ら
人
ノ
亡
、
も
、

議
決
機
関
の
安
ぷ
が
ぞ
の

れ
刊

の
法
入
試
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
ぐ
の
意
味
は
大
き
い

丙
・
街
山
に
は
条
例
・
規
則
心
制
定
ぬ
と
い
う
「
白
土
ー

ν法
権

予

訟

の

ら

れ

f
の
で
あ
Q

C

P
汁

治

人

也

方

議

員

は

、

ま
ま
宰
ノ
行
さ
れ
る
保
討
は
し
r

｝
片
山
も
ヨ
か
っ
た
J

し
か
ー
、

i州

J、
円問

〉

Y
っ1
レ九十一

一
定
の
別
限
の
も
と
で
権
限
が
山
花
光
さ
れ
た

拍
万
…
目
的
人
ム
ー
か
一
通
じ
て
、

廿
ら
心
安
い
本
を
統
rい
旧
川
問
に
民
望
し
て
い
に
n

次
立
早
で
は
、
」
の

れ
円
七
ゲ
」
」
汀
し
く
検
討

L
て
い
き
た
い

ヘ
ニ
一
地
方
誠
九
百

1

｝1
v

う
V
些
を
佳
川
寸
J
9
る
和
J
一
は
、
訣
決
機
応
（
川
川
会
e

市会）一

L
P
A
日u
楼
自
｛
街
j

一
協
誌
へ
岳
山
川
悦
在
1

～
カ
ら
で
あ

る
仁
ヰ
一
に
、
当
時
に
お
い
て
、
と
れ
ぞ
れ
日
惇
立
川
口
口
呼
称
は
川
川
八
以
前
口
ホ
ム
E
J
叫
辻
、
化
i
l

協一午一前八以弓（？
phyQi町
、
本
一
端
で
は
、
小
れ
三
五

ノ
十
件
「

L
亡
抗
さ
ハ
w
右
汁
ぷ
、
一
地
j

方
議
長
一
ャ
し
本
山
一
9

（
〉
二
一
哨
い
川
地
f
h
T

湾
心
地
方
川
日
市
川
口
、
じ
民
川
口
約
ニ
7
f作
口
治
の
一
つ
の
お
叫
ん
v
一
安
否
こ

F
る
足
代
お
と
包
院
と
の
地
方
山
三
一
山
で
は
な
か
J

P

O

I

仇
討
当
日
d
u
u
円
、
つ
も
認
め
る
よ
ラ
に
、
そ
れ
ト
4

汲
は
「
比
問
的
山
け
山
色
日
科
ノ
役
り
！
プ
》
叩
挙
制
ガ
制
限
日
見
学
戸
ア
ル
一
で
あ
J

～

－
三
湾
地
方
コ
ム
υ叩
h

均
一
ノ
岬
町
民
、
立
三
こ
と
と
ん
、
ア
ジ
ャ
山
岳
民
資
J

千
七
ン
タ
Y

、
完
止
ま
じ
っ
こ
工
ム
J

色
、
ム
湾
人
民
広
川
知
汗
ノ
ノ
p

三
円
地

方
山
消
却
お
そ
ノ
判
M
2
詞
守
）
云

J

い
一
き
さ
、
外
務
円
札
八
人
山
人
利
鈍
）
レ
俗
研
一
℃
1
h

、
込
山
地
み
ー
一
治
一
乙
、
1
7
言
葉
ど
何
回
ナ
h
o
r
n

、

そ
れ
は
あ
く
去
、
で
以
こ
の
一
せ
つ
ぷ
意
味
で
の
限
定
さ
れ
に
一
段
丸
川
一
ω
で
あ
る
こ
一
〕
乞
予
め
L
お
こ
と
わ
れ
し
〉
お
く
υ

ヘS
F
W
〕
汚
点
に
つ
し
て
は
、
許
信
措
「
什
八
τ続
出
下
手
一
一
内

JU
民
｝
許
庁
川
～
烹
一
以
犬
’
了
出
川
店
長
、
一
－
L
J
二
午
一
、
H
H
沼
堂

F
4
4
内
総
督

加
川
ヘ
貼
札
J

庁込札、

h
八
4
イ
士
、
角
川
爪
u
d
I
「F
U奇
抗
記
動
支
引
セ
（
…
用
1
伯
版
、
ヘ
叫
丈
出
版
、
二
r

り
の
一
一
〆
士
、
抗
議
ヨ
一
つ
拾
い
り
戦
〉

台
冷
｜
｜
国
ド
JH「
仏
注
間
域
心
問
先
一
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℃
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